
 

平成３０年２月１４日 

各 位 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 

 

       

アクセラレーションプログラム（名称：Unicorn プログラム）の 

実施及び参加者募集について 

 

 

山口フィナンシャルグループ（社長 吉村 猛）は、地域にスタートアップ企業の集積を創り、

地域にイノベーションのプラットフォームを構築するための取り組みとして、アクセラレーシ

ョンプログラム（名称：Unicorn プログラム）を実施いたします。 

第一段階として、「PhaseⅠ：Co-Creation（共創）プログラム」の参加者を募集しますので、

下記のとおりお知らせいたします。 

 
※ アクセラレーションプログラム・・スタートアップ企業と大手企業が協力して事業共創を図り、短期間で         

革新的アイデアをビジネスモデルとして完成させる取り組み 

 

記 

    

1. 「PhaseⅠ：Co-Creation（共創）プログラム」の内容 

「Phase１：Co-Creation（共創）プログラム」とは、地域の主力企業、行政機関、大学、

金融機関等、地域のメインプレイヤーがアクセラレーターとなって、スタートアップ企業

を支援する取り組みです。  

※ アクセラレーター・・アクセラレーションプログラムにおいてスタートアップ企業を支援する者 

 

    具体的には、地域の産・官・学・金が、事業提携や資金支援、出資を通じてビジネスモ

デルを磨き上げ、スタートアップ企業の成長力を地域に取り込み、地域の主力産業に育成

するプログラムです。 

 

      
１００団体のアクセラレーター

地域主力企業

出資・提携

スタートアップ企業

補助金・規制緩和

行政

技術提携

大学

出資・融資

金融機関

全国VC

Co-Creation（共創）プログラムの仕組み

地域の主力産業へ

１００団体のアクセラレーター

地域主力企業

出資・提携

スタートアップ企業

補助金・規制緩和

行政

技術提携

大学

出資・融資

金融機関

全国VC

Co-Creation（共創）プログラムの仕組み

地域の主力産業へ

 

 

 

 



【代表・メインアクセラレーター】 

 

 

【アクセラレーター】・・２月９日時点で４５団体から参加応諾 最終的には１００団体を予定 

 

 
 
【アクセラレーター事務局】 

代表アクセラレーター 宮坂 学  （ヤフー㈱ 代表取締役社長） 

メインアクセラレーター 

村岡 嗣政（山口県知事） 

柳澤 大輔（面白法人カヤック 代表取締役 CEO ） 

新井 和宏（鎌倉投信㈱ 取締役） 

嶋津 紀子 

吉村 猛 （㈱山口フィナンシャルグループ 代表取締役社長） 

機 関 行政機関 地域主力企業 

登録者 

山口県知事 

阿武町長・岩国市長・宇部市長・上関町長 

下松市長・山陽小野田市長・下関市長 

周南市長・周防大島町長・田布施町長 

長門市長・萩市長・光市長・美祢市長 

柳井市長・山口市長（五十音順） 

㈱イシカワ・㈱カシワバラ･コーポレーション 

酒井酒造㈱・三新化学工業㈱・下関鍍金㈱ 

長州産業㈱・㈱徳山ビルサービス 

㈱ひびき精機・富士商㈱・㈱安成工務店 

山口トヨタ自動車㈱ 

ワイエムコンサルティング㈱（五十音順） 

役 割 

スタートアップ企業のビジネスモデルを各自

治体の施策に取り込み、各自治体の抱える課

題、地域の社会課題を解決する。規制緩和、補

助金についても検討する。 

地域で活躍する企業経営者。スタートアップ企業

のビジネスモデルを地域で展開するにあたり、事

業パートナーとして協力すると共に、出資も行う。

機 関 大学 ＶＣ、投資家等金融機関 

登録者 

国立大学法人 山口大学 

国立大学法人 九州工業大学 

公立大学法人 下関市立大学 

公立大学法人 山陽小野田市立 山口東京理科

大学 

 

SBI インベストメント㈱・オリックス㈱ 

ゴールドマン･サックス証券㈱・㈱JTB 九州 

㈱ジャフコ・大和企業投資㈱・DBJ キャピタル㈱

ニッセイ･キャピタル㈱・みずほキャピタル㈱ 

三井住友海上キャピタル㈱・山口キャピタル㈱ 

ワイエムアセットマネジメント㈱（五十音順） 

役 割 

スタートアップ企業との共同研究、大学が持つ

知的財産の提供など、技術的な支援を行う。ま

た、大学発ベンチャーとの連携、学生のアント

レプレナーシップ醸成を図る。 

ローンと出資の最適化など、資金調達支援と共

に、YMFG グループチャネルを活用したトップライ

ン支援を行う。 

スタートアップ企業とアクセラレーターの連絡窓口として特に実務的な支援を実施するメンバー 

㈱ドーガン・ベータ 中国・九州地域で最大の独立系ベンチャーキャピタル。スタートアップ企

業の資本政策や事業戦略策定など、実務的な支援を実施。 

一般財団法人 SFC フォーラム SFC は慶應義塾大学湘南藤沢キャンパスの略で、これまでに多くのベンチャ

ー起業家を輩出している。 SFC フォーラムは、SFC に設立された教育、研

究、新事業創造を支援する機関。SFC 出身起業家との提携等を実施。 



 
 
2. 募集内容 

 今回募集するのは、「地域の社会課題を解決するスタートアップ企業」です。このプログラ

ムに採用されたスタートアップ企業は、上記 100 団体のアクセラレーターから、業務提携、

資金支援、出資等を受けることができます。地域が協力してスタートアップ企業のビジネス

モデル具現化を図ります。 

 

【Phase１：Co-Creation（共創）プログラム】 

特 徴 

・ 主力企業、行政、大学、地域金融機関など、地域の主力プレイヤーが協力する、

全国でも初めてのオープンイノベーションであること 

・ 選考されたスタートアップ企業に対しては、山口フィナンシャルグループがアレ

ンジャーとして、他の金融機関や全国のベンチャーキャピタルから、ローンとエ

クイティの最適化支援を受けられること 

募集要項 

【スタートアップ企業（個人を含む）】 

山口県・広島県・北部九州の地域課題を解決するビジネスモデルを持つ法人・個人。

拠点、年齢等全て不問で全国から募集します（学生や行政職員の応募も可）。 

＜重点募集項目＞ 

観光分野 ・・・宿泊、サービス、インフラ整備に関するビジネスモデル 

ヘルスケア・・・地域医療・介護の課題を解決するビジネスモデル 

ＩＴ   ・・・ＡＩ等、地域の生産性向上に資するビジネスモデル 

ものづくり・・・自動車等、地場製造業の革新に資するビジネスモデル 

スケジュール 

募集 平成３０年 ２月１４日（水）～３月３０日（金） 

予選 平成３０年 ３月 １日（木）～４月２７日（金）※ 随時開催 

本選 平成３０年 ５月２４日（木）（第１回ピッチ） 

場所／山口銀行本店８Ｆ講堂 

※ 以降、アクセラレーション（支援・出資・事業提携等）を実施する。 

本選 平成３０年１０月（成果発表・第２回ピッチ） 

＊第２回の募集要項は別途通知します。 

定 員 スタートアップ企業（対象エリアは全国）１０社程度 

申込方法 

別添申込書にご記入のうえ、申込書と代表者様の名刺、会社案内、事業概要書（ピ

ッチ資料）を下記住所に郵送願います。予選を通過されたスタートアップ企業の方

は、本選出場となります。 

参加費 無料 

郵送場所 

〒７５０－８６０３ 

山口県下関市竹崎町 4丁目２－３６ 

株式会社 山口フィナンシャルグループ 投資共創部 行       

運営 

主催／㈱山口フィナンシャルグループ 

協賛／ヤマグチ・ベンチャー・フォーラム 

後援／山口県、一般社団法人 日本ベンチャーキャピタル協会 

明倫国際法律事務所 特許や資本政策など、ビジネスモデル構築にかかる法律面の支援を実施。

㈱山口フィナンシャルグループ 

投資共創部          

スタートアップ企業とアクセラレーターの連絡窓口。 



3. Unicorn プログラムについて 

Unicorn プログラムは、「PhaseⅠ：Co-Creation（共創）プログラム」、「PhaseⅡ：地域ア

クセラレーター育成プログラム」、「PhaseⅢ：長州発スタートアップ企業育成プログラム」

の３部構成です。 

「PhaseⅠ：Co-Creation（共創）プログラム」において、国内外から革新的なベンチャー

企業を地域に呼び込みます。次に、「PhaseⅡ：地域アクセラレーター育成プログラム」にお

いて、アクセラレーター自体を育成します（学ぶ）。最後に、「PhaseⅢ：長州発スタートア

ップ企業育成プログラム」において、地域発スタートアップ企業の創出を図ります（創る）。 

 

アクセラレーター

産・官・学・金

PhaseⅠ

呼び込む

Co-Creation（共創）プログラム

PhaseⅡ

学ぶ

地域アクセラレーター育成

プログラム

PhaseⅢ

創る

長州発スタートアップ企業育成

プログラム
スタートアップ

企業

支援

参加

参画 参画

Unicorn プログラムの仕組み

地域にスタートアップ企業が
集積するエコシステム

創出 参加

ユニコーン企業

アクセラレーター

産・官・学・金

PhaseⅠ

呼び込む

Co-Creation（共創）プログラム

PhaseⅡ

学ぶ

地域アクセラレーター育成

プログラム

PhaseⅢ

創る

長州発スタートアップ企業育成

プログラム
スタートアップ

企業

支援

参加

参画 参画

Unicorn プログラムの仕組み

地域にスタートアップ企業が
集積するエコシステム

創出 参加

ユニコーン企業

 

 

【PhaseⅡ：地域アクセラレーター育成プログラム】・・別途募集 

 

【PhaseⅢ：長州発スタートアップ企業育成プログラム】・・別途募集 

概  要 

アクセラレーターの技術を学ぶ約半年間の研修プログラムです。Co-Creation（共創）

プログラムのアクセラレーター登録者を中心に、現役のアクセラレーターから技術指導

を受け、最終的に、長州発スタートアップ企業育成プログラムの支援に参画します。 

詳  細 

開催場所：山口県 

開催期間：各５～６ヶ月 

対 象 者：新たな市場開拓を目指す事業の支援に関わる者（民間企業、行政、学術機

関、金融機関、士業等） 

＊募集要項は、別途通知いたします。 

運  営 ㈱ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

内  容 

山口県からスタートアップ企業を輩出する短期集中型アクセラレーションプログラム

です。地域アクセラレーター育成プログラムで技術を習得したアクセラレーターが支援

に携わり、卒業生は Co-Creation（共創）プログラムに参加します。３名以上の卒業を

目指します。 



 

以 上 

 

詳  細 

開催場所：山口県 

開催期間：各５～６ヶ月 

定  員：起業家１０名程度（卒業生３名以上） 

対 象 者：新たな市場開拓を目指す事業者 

＊募集要項は、別途通知いたします。 

運  営 ㈱ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプラニング 

【本件に関するお問合せ先】 
山口フィナンシャルグループ 投資共創部 

担当：森本・林 TEL ０８３－２２３－３５８２ 



YMFG
Unicorn プログラム
PhaseⅠ: Co‐Creation(共創)プログラム

代表アクセラレーター

ヤフー
宮坂 学

嶋津紀子 鎌倉投信
新井和宏

山口県知事
村岡嗣政

YMFG
吉村猛

面白法人カヤック
柳澤大輔

メインアクセラレーター

第1回ピッチ 日時：平成30年5月24日（木）
場所：山口銀行本店８F講堂



スタートアップ企業の成長力を呼び込み
地域にイノベーションのプラットフォームを創る

ピッチから 提携 出資まで 6か月のプログラム

ピッチアクセラレーション

アクセラレーター
（地域の主力企業、行政機関、大学、金融機関、VC）

理解して 提携して 確認する

概 要

スタートアップ企業

アクセラレーター

スケジュール

このプログラムは、山口・広島・北部九州の地域社会の課
題解決を志すスタートアップ企業を、地域の主力プレイヤー
が支援するオープンイノベーションです。
スタートアップ企業は、地域中核企業との業務提携や行政

の協力を得られるとともに、VC・金融機関等からの資金調達
も可能です。

山口・広島・北部九州の地域社会の課題を解決するビジネ
スモデルをもつ法人・個人を募集します。拠点・年齢等、す
べて不問（学生や行政職員の応募も可）。

【重点募集項目】
観光分野 … 宿泊、サービス、インフラ整備に関するモデル
ヘルスケア … 地域医療・介護の課題を解決するモデル
IT … AI等、地域の生産性向上に資するモデル
ものづくり … 自動車等、地場製造業の革新に資するモデル

応 募 方 法

地域社会の課題解決にご協力いただける法人・個人で構成。
アクセラレーター向け育成プログラムも実施いたします。
１００団体程度を想定しています。

募 集 平成30年 2月14日（水）～ 3月30日（金）
予 選 平成30年 3月 1日（木）～ 4月27日（金）
本 選 平成30年 5月24日（木）（第1回ピッチ）

場所／山口銀行本店8Ｆ講堂
アクセラ 平成30年 5月～10月 進捗は特設サイトにて公開
本 選 平成30年 10月（成果発表・第2回ピッチ）

参加を希望されるスタートアップ企業は、別添申込書に必
要事項をご記入の上、申込書と代表者様の名刺、会社案内、
事業概要書（ピッチ資料）を下記住所に郵送願います。

〒750-8603 下関市竹崎町4丁目2番36号

㈱山口フィナンシャルグループ 投資共創部 行

TEL：083-223-3582 FAX：083-223-3450

スタート
アップ
企業

大学

技術提供

金融機関

融資

全国VC

出資

主力企業

提携・出資

行政

施策展開

ピッチ

出資して

PhaseⅠ: Co‐Creation(共創)プログラム

運 営

主催／㈱山口フィナンシャルグループ
協賛／ヤマグチ・ベンチャー・フォーラム
後援／山口県、一般社団法人 日本ベンチャーキャピタル協会



アクセラレーターの技術を学ぶプログラム
アクセラレーターに登録いただくと参加いただけます

下記連絡先までご連絡ください。

Phase Ⅲ: 創る

Phase Ⅰ: 呼び込む

Phase Ⅱ: 学ぶ

地域社会の課題解決を志すスタートアップ企業を、地域の主力プレイ
ヤー（産官学金）が提携し出資して、イノベーションを地域に根付かせ
る、地域産業として育成するアクセラレーションプログラム

Unicorn プログラム

スタート
アップ
企業

呼び込む
呼び込む

創る
創る

学ぶ
学ぶ

支援して

アクセラレーター

産・官・学・金

ユニコーン企業

Phase Ⅱ
地域アクセラレーター育成プログラム

PhaseⅠ
Co-Creation(共創)プログラム

Phase Ⅲ
長州発 スタートアップ企業
育成プログラム

地域発のスタートアップ企業育成プログラム
山口にオープンイノベーションの
土壌を定着します

①現役アクセラレーターによる
6ヶ月間の研修プログラム（Off-JT)

②Co-Creation（共創）プログラムへの参画（OJT）

①地域アクセラレーターによる支援プログラム

②Co-Creation（共創）プログラムへの参加



メインアクセラレーターの紹介

吉村 猛

宮坂 学

ヤフー㈱
代表取締役社長

同志社大学経済学部卒
山口県防府市出身

平成9年にヤフー㈱入社。Yahoo!
ニュース、Yahoo!ファイナンス、
Yahoo!スポーツの運営や、Yahoo! 
BBの立ち上げなどに携わる。その
後、メディア事業部長、執行役員
コンシューマ事業統括本部長を経
て、平成24年に代表取締役社長に
就任。
全アクセラレーターの代表として
助言を行う。

代表アクセラレーター メインアクセラレーター

㈱山口フィナンシャル
グループ
代表取締役社長

東京大学経済学部卒

山口銀行入行後、総合企画部長
や取締役等、銀行とグループの
役員を歴任。平成28年に取締役
社長に就任。地域イノベーショ
ンに取組む金融機関の代表とし
て融資、出資の助言を行う。

嶋津 紀子

東京大学経済学部卒
スタンフォード大学
経営学修士課程 修了

ボストンコンサルティンググル
ープに入社後、ソフトバンク、
トヨタなどの経営企画に従事。
米国で起業、事業経営等を研究
して、アクセラファンドを設立
予定。

柳澤 大輔

面白法人カヤック
代表取締役CEO

慶應義塾大学環境情報学部卒
東証マザーズ上場

古都鎌倉を拠点にゲームアプリ
開発、ゲームに特化したコミュ
ニティサービス、広告・PRを兼
ねたWEB制作など面白サービス

を提供する。

新井 和宏

鎌倉投信㈱
取締役

東京理科大学工学部卒
横浜国立大学非常勤講師

鎌倉投信創業者であり経済指標
だけでなく、社会性も重視した
投資ファンド「結い2101」の運
営責任者として活躍。
『投資は「きれいごと」で成功
する』など書籍多数。

村岡 嗣政

山口県知事

東京大学経済学部卒

自治省（現総務省）に入省し、
北海道、高知県、広島市などで
の勤務、総務省自治財政局財政
課財政企画官などを担当。地域
産業の成長支援に積極的に取組
んでいる。
行政機関の代表として助言を行
う。



YMFG Unicorn プログラム

連絡先

役職ご担当者名

役職ご担当者名

業種・事業内容

ご住所

代表者名貴社名
（個人の方は氏名）

PhaseⅠ: Co-Creation(共創)プログラム 参加申込書

【お問い合わせ先】
電話：０８３－２２３－３５８２
担当：㈱山口フィナンシャルグループ 投資共創部 森本・林

TEL ：

e-mail ：

２．個人情報の第三者への提供
ご提供いただいた個人情報は、弊社でのみ利用目的の範囲内で利用することとする。原則
として利用目的以外のことで参加者の同意なく第三者へ開示・提供は行わない。（だたし、法
令等により開示を求められた場合は除く）

１．個人情報の利用目的
①本プラグラムに関するご案内・ご連絡、問い合わせに対する回答および資料送付のため
②本プログラムの受付管理、予選、本選の審査、アクセラレーションの運営等に利用するため
③所属団体名・企業名等を本プログラムの報告・紹介する資料や特設サイトに掲載するため

【個人情報の取り扱いについて】
弊社は、申込に関する情報を、下記のとおり取扱いします。

【スタートアップ企業申込用】
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